総合研究所・都市減災研究センター（UDM）業績報告書（平成２５年度）

テーマ1　小課題番号1.4　氏名（所属）後藤治（建築学部建築デザイン学科）
注意：発表論文名・著書名　等

発表論文の場合、論文名、著者名、掲載誌名、査読の有無、巻、最初と最後の頁、発表年（西暦）について記入。著者名が多数にわたる場合は、主な著者を数名記入し以下を省略）しても可能（省略する場合、その員数と、掲載されている順番を○番目と記入）。

著書

査読付き論文

国際学会論文（査読付も含む）

学術雑誌、商業誌、研究機関への研究報告、展望、解説、論説など

1. 後藤治、海外における文化財建造物の火災安全対策の事例、火災、63(6)（327）、PP.8-13、2013年12月

招待講演
1. 後藤治、ヘリテージマネージャーの全国展開、兵庫ヘリテージ機構・第11回ヘリテージマネージャー大会、KITOデザイン･クリエイティブセンター神戸、2013年6月1日
2. 後藤治、歴史的建造物を取り巻く環境と新たな制度による保全活用、横浜歴史資産調査会･ヨコハマヘリテイジ公益団体化記念シンポジウム「明日の歴史を生かしたまちづくり」、2013年6月9日

3. 後藤治、災害とヘリテージマネージャー、福井県建築士会ヘリテージマネージャー講習会、2013年8月18日
4. 後藤治、歴史的建造物を未来に伝えるために、静岡県建築士会・静岡ヘリテージセンター、2013年9月5日・6日・10日

5. 後藤治、ヘリテージマネージャーの活動、和歌山県建築士会ヘリテージマネージャー講習会、2013年9月14日

6. 後藤治、日本の伝統工法と技術、茨城県建築士会ヘリテージマネージャー講習会、2013年10月5日

7. 後藤治、歴史的建造物の防災、神奈川県建築士会邸園文化調査員（ヘリテージマネージャー）講習会、2013年10月26日

8. 後藤治、歴史的建築物の保存活用におけるヘリテージマネージャーの役割、三重県建築士会ヘリテージマネージャー講習会、2013年11月16日

9. 後藤治、文化財と防災計画、熊本県建築士会ヘリテージマネージャー講習会、2014年1月11日

10. 後藤治、文化財と防災、福岡県建築士会ヘリテージマネージャー講習会、2014年1月25日

11. 後藤治、横手の文化財･増田町の蔵、住いと環境東北フォーラム･シンポジウム、2014年2月2日

12. 後藤治、誰でもできる伝統的建造物群保存地区の防災対策、金沢市・重要伝統的建造物群保存地区防災セミナー、2014年2月6日

13. 後藤治、歴史的建築物の活用による地域活性化、自由民主党日本経済再生本部・地域力創造部会、2014年2月21日

14. 後藤治、文化財の防災・耐震、群馬県建築士会ヘリテージマネージャー講習会、2014年3月15日

口頭発表

1. 後藤治、「東日本大震災から2.5年－日本建築学会の取り組みとこれから」【継承】全体総括、日本建築学会大会(北海道)総合研究協議会、2013年8月30日
2. 後藤治、災害に備えた活動とヘリテージマネージャー制度、日本建築学会大会(北海道)建築・歴史意匠部門研究懇談会「災害への対応と対策－歴史的建築物を未来に伝えるために」、2013年9月1日
外部資金の獲得

研究代表者及び研究分担者がこれまでに受けた研究費（科学研究費補助金、所属研究機関より措置された研究費、府省・地方公共団体・研究助成法人・民間企業等からの研究費等。なお、現在受けている研究費も含む。）による研究成果等のうち、本研究に生かされているものを選定し、それぞれの研究費毎に、資金制度名・研究種目名、期間（年度）、研究課題名、研究代表者又は研究分担者の別、研究経費（直接経費）を記入してください。なお、研究代表者・研究分担者及び連携研究者には下線を付してください。）
1. 久田嘉章、文部科学省・科研費・基盤B一般／平成21～23 年度／1,260 千円、設計用入力地震動作成のための強震動予測手法の適用と検証(研究代表者）
知的財産権の取得（国内特許、国外特許、実用新案、著作権など）

各種メディア（新聞・テレビ・ラジオなど）・展示会等で公表

博士

博士＊＊名
修士＊＊名
学士＊＊名

その他（報告会・シンポジウムの主催・共催など）
小課題1.4テーマ別報告会、工学院大学715教室、2013年7月25日

後藤治、全体趣旨説明、【伝統木造】主題解説、【土壁・漆喰壁の対策】補修補強応急対策マニュアルの作成
